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白 い も の の 手 入 れ 法

夏も終りに近 く､白いものともそろそろお別れした く

なるこの頃となりました｡皆様のお手元にありますV,ら

いろな自V,ものを次の夏まで潜潔に美しくしてお くため

に2､3の手入れ法を申し上げたV,と思V,ます.附属品

の中でも手近に多 く使われておりますものを｡

1.パラソノレ

白のパラソルも白く清潔にしてお くためにはまめに手

入れすることが大切です｡

△ 洗 い :万

傷んでいる所がありましたらつ くろってから洗vlに

かかります｡ホ-スかジョPで一面に水をかけ､地の

目にそって柔かV,ブラシで洗って行きます｡木綿や麻

の時はアルカリ性の粉石鹸でよV､でしょう｡

絹物には必ず中性石鹸を使V,ます｡パラソルは陽に焼

けて宵の所が傷み易∨の で古vlものの時には沈V'なが

ら布地がさけることがありますから注意して洗うこと

ですし､叉は避けた方がよV'でしょう｡プ リント物を洗

う時は色が落ちてきたな くなりますから洗剤の中に酢

かサク蕨を加えて洗うと色の出るのを防ぐ (戎程度)

ことが出来ます｡

2.靴

△ 白皮の場合

外出から帰ったら直ぐに境をブラシで払いますO白皮

用の消ゴムで汚れを落し布にクリ-ムをうす く伸ばして

塗 り乾いたらネルの様な柔かV,布で難を出しておきます

△ スエード

ブラシで磯を払V,､消ゴムで汚れを落としてからチョ

ークを塗 り(クリームは塗りません)柔かい布か綿で万

遍なくこす ります｡

△ 布 (キャンバス)

ブラシに水をつけて泥の汚れを洗い落とし､湿 ってVl

るうちに布靴用の白クリームを刷毛で塗 ってこおき､翌日

まで贋千にして乾かして軽 くブラシをかけ､浮V'てV'る

白vl粉を払V,おとします.

△ ビニール ･サラン

ちょっとした汚れならぬれた布でこすればとれます｡

これでおちな＼ハ汚れはクリ-ナ- (市販のノ､ソド･クリ

-ナー)でおとしますO

△ ナイロン･メッシュ

ベンジンで汚れを落としますが､ベンジンで拭きます

と色がつきますので白くするのには､上から白皮靴用の

クリ-ムを刷毛で塗 り､布で拭V,rこおきます｡外出から

お帰りになりましたらすぐに拭 く様にします｡常に白く

してお くためには毎日の手入れが必要です｡

3.バック

△ ビニーノレ･サラン

ブラシで境を払い部分的な汚れはベンジンで落としま

す｡全体に薄 く汚れた時は石鹸水を薄め､ブラシや布を

使って洗います｡患湯を使V,ますとビ--ルは柔か くな

りますので､その時にバックの塾 くずれもよく硬し､石

鹸分もよくおとしてから陰干しておきます｡又ビ--ル

は汗の酸で化学的作用をおこして桃色にな りますので､
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手まめに汗を拭きとる様にします.もし赤くなりました

ら専門家にどこ-ル塗装をしてもらうとよVlでしょう.

△ 皮革

攻はブラシで患とし､ちょっとした汚れは消しゴムで

消せますが､アルコール分は使わない様にします｡うす

い石鹸水でも洗えますが古 くなったものは､はげます｡

又白の染色で染めなおしてもよV,でしょうo

△ ′ヾスケツト

ペンキを塗ったものが汚れた時はペンキや泥えの具を

上から塗 り直します｡型 くずれのしたものは､水に漬け

て塾を直してから乾かし､その後でペンキを塗り碑しま

す｡

4.手 袋

△ ナイロン

洗在は普通のナイpン生地と同様に中性石鹸の上質石

鹸液で軽 くつかみ洗V,をします.石鹸液はかならず40

度から50度の温湯を使うこと｡指先はどうしても汚れ

がとりに くいので､板の上で叩き洗いか-ラ洗V,をしま

す｡ 後十分に彊Vlで石鹸卦を坂り､圧し しぼりをして

(バスタオル等で水気をとる)形を整えてから陰干にし

ますと､特に仕上げの7イpンはV,りません｡日光や火

に当てますと変色する原因を作ります｡漂白する必要が

ある時は､漂白剤に注意致しましょう｡オキシド-ルや

サラシ粉を使V,ますと布地を傷めるから､市販されてい

る7ラミン､ホワイ トを使う棟に致します｡

△ 純

綿でもネッ ト(レース)やメッシュ巌､カシミヤ織が

ありますが､洗液の方法は同じです｡下洗いの後､石鹸

を患湯に溶かしよく泡立て､宇もみ洗V,をします｡指先

の汚れは丹念にたたき洗V,をして､よくすすV,でしぼり

天日でからっと干しますO仕上げは親指の表裏に軽 くア

イロンをかけ掌の方-折り曲げて甲の方-と仕上げて行

きます｡アイロンの温度は200度で当てます｡漂白剤

にサラシ粉を使 った後は 卜卦なすすぎに注意します｡

(渡 口 文 子 )
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